【電気・ガス・水道事業職員】

〔分析結果〕

〇　40職種別では，「一般技術職」66.6％，「土木技師」・「一般事務職」がそれぞれ16.7％となっている。

〇　男女別では，「男性」が100.0％となっている。

〇　年齢層別では，「50歳代」が49.9％で最も高く，半数を占めている。「30歳代」・「40歳代」・「60歳以上」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　月別分類では，「11月」が33.2％で最も高く，「７月」・「9月」・「１月」・「3月」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　曜日別分類では，「木曜日」が66.6％で最も高く，「火曜日」・「金曜日」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　時間別分類では，「11時」・「14時」が33.3％で最も高く，「10時」・「不明」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　事故の型別分類では，「激突」が49.9％で最も高く，「転倒」・「有害物等との接触」・「その他」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　起因別分類では，「自動車（乗用車）」が49.9％で最も高く，「仮設物・建築物・構築物等」，「危険物・有害物等」，「動物」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　傷病別分類では，「打撲・挫傷」・「創傷・擦過」が33.3％で最も高く，「捻挫（腰痛を除く）」・「疾病」がそれぞれ16.7％で続いている。

〇　治癒の状況は，平成22年9月30日現在で，「治癒」が100％となっている。

〇　療養期間は，平成22年9月30日現在で，「1月以上3月未満」83.3％，「不明」となっている。

療養期間が3か月未満のものが8割を超え，短期間のものが高いのが特徴である。平均の療養期間は0.2月となっている。

〇　災害発生場面別では，「出張業務中」が49.9％で最も高く，半数を占め，「車輌運転中」，「準備・後片付け中」，「疾病」がそれぞれ16.7％となっている。

　


〔発生頻度が高い災害〕


○　公用車から荷物を取り出し中，同僚職員がドアを閉めたことによるけが











